
稲沢市民病院の基本理念

 地域の皆様に親しまれ信頼される病院をめざします。

基本方針

 1. 患者さん主体の医療を行います。

 2. 地域の基幹病院として、急性期医療の充実に努めます。

 3. 地域医療機関と連携し、地域医療の充実を図ります。

 4. 安全で質の高い医療を提供します。

 5. 職員の教育・研修を行い、医療の質の向上に努めます。

患者さんの権利と責任

１　適切な医療を受ける権利
　　患者さんは、良質の医療を平等に受けることができます。
２　知る権利
　　病状・検査・治療について、十分な説明を受けることができます。
　　また、セカンドオピニオン（診断や治療方針について主治医以外の医師
　　の意見を聞くこと）の推進をしています。
３　自己決定の権利
　　十分な説明を受けた後、患者さんが治療や検査を受けることを自分の意
　　志で決めることができます。
４　医療機関を選択する権利
　　医療機関を選択することができ、必要な情報も受けられます。
５　プライバシーが保護される権利
　　医療上の個人情報は保護されます。
６　医療への参加と責任
　　医療関係者と力を合わせ、患者さんにも治療に参加していただきます。

      

    

 

～市民病院冬だより～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新稲沢市民病院は、いよいよ本年 11月に開

院します。 

平成 24 年 7 月に工事を開始して１年半、現

在は地上躯体の工事が終わろうとしており、内

外装工事が本格化しています。11 月開院を目指

して予定通りの工程です。円弧状の低層部には、

外来、検査部門、リハビリテーション、薬剤部

などが配置され、3 階から 6 階が病棟となる地

上６階建ての免震構造の建物です。 

建物とともに、CT、MRI、血管撮影などの医

療機器も一新されます。CTは、320 列マルチス

ライス CTが導入予定で、16cm を撮影するのに

かかる時間は 0.35 秒です。心臓全体をわずか

0.18 秒で撮影するので、画像のぶれがほとんど

なく、カテーテル検査が必要であった心臓の冠

動脈の検査もこの装置で行うことができます。

その他の装置も更新され、検査を受けるときの

放射線被曝や造影剤の量が大幅に軽減され患

者さんの負担が少なくなります。 

療養環境も格段によくなります。新病院では

個室と 4 床室があり、4 床室でもプライバシー

の確保が進みます。 

現在、当院が取り組んでいるのは救急医療の

充実です。常勤医の赴任により、これまで休止

していた整形外科、脳神経外科の入院診療も昨

年から始まり、内科の各分野も増強されました。 
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市民の急病や事故などに対応することは、市民

病院の最も重要な使命と認識し、「断らない救

急」を目指して院内は動き出しました。 

 また、「がん」、「心疾患」、「糖尿病」、

「脳卒中」など頻度の高い疾患に対応する体制

ができてきました。 

 そして重要なのは「地域との連携」です。地

域の医師会の先生方との緊密な連携のもと、急

性期医療を中心とした入院医療を重点的に行

うことにより、地域医療を担っていきます。ま

た市行事への参加や公開講座などを通じて、市

民の健康づくりにも積極的に関わっていきま

す。 

最近、当院をご利用の患者さんから、やさ

しい、ていねいに話をしてくれる、というお

言葉をよく聞くようになりました。これに新

病院では良好な療養環境、最新の医療機器が

加わります。ぜひご期待ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

院長 加藤 健司 



 

 

 



 

 

 

 



 


